
中和地区 3市 1町自立支援協議会 相談支援部会 会議録 

 

令和 4年 10月 18日（火）10時～ 

大和高田市役所 5階会議室 

 

 

出席者：中和圏域マネージャー、葛城市社会福祉協議会、生活支援センターなっつ、相談支援センター

ふわら、香芝市社会福祉協議会、青垣園、生活支援センターもちつもたれつ、まんだらトポス、

しぇ～く、葛城育成会、大和高田市社会福祉課、葛城市社会福祉課、広陵町社会福祉課 

 

 

【内容】 

① 各連絡会の取り組み、進捗 

（大和高田市）特定相談事業所の研修の場を検討している。研修会は 10月 28日に行う予定。 

内容は制度の復習や加算について。事業所どうしの顔つなぎもしてみたい。精神障害があ

る方への支援のあり方についての研修も予定している。 

（葛城市）9月 20日に連絡会議を行った。内容は講師をまじえての研修が中心。一般社団法人エモー 

ショナルリテラシーセンターにゲームやお酒の依存について伺った。次回 11 月 15 日に介護

保険関係の話で地域包括にお願いしている。 

（広陵町）11月に開催を予定している。 

 

＜質疑応答・意見交換＞ 

・研修の講師の謝礼について。 

→今後、明確な基準及びルールを作成していく。 

 

 

② 相談支援受付（入口）の体制（各市町村のワークフローについて） 

資料配布（大和高田市・香芝市） 

 

（葛城市）一般相談窓口は委託して設けてその事業所につないでいる。県のリストから情報提供してい

る場合もある。 

（広陵町）利用者の 8割以上は相談事業所を決めていないことが多いので、紹介させてもらっている。 

窓口で難しい場合は時間が掛かってもつなぐ必要があるので委託につないでいる。取り急ぎ 

使いたい場合やこだわりが無い場合は一般につないでいる。 

（大和高田市）要保護児童対策地域協議会が必要なケースや専門性が必要な場合は案内している。基本 

は自分で選んでもらっている。 

 

 



＜質疑応答・意見交換＞ 

・リストでは一番最初に掲載されている事業所が一番連絡を受ける傾向があり受け答えの大変さがある 

かもしれない。 

・当事業所の計画相談のスタンスは決め打ちのサービスを作るのは特定相談支援事業所に依頼しており、 

状況的に「関わる必要がある部分は関わる」とすみわけを行っている。計画相談の依頼が増えると仕

事量が増えるので本来の委託の仕事に時間を割きたい。 

・児童から成人に関する繋ぎはどうなっているか。 

 →支援が困難なケースに関してはそのまま行っている。 

 →高学年になり福祉サービスから離れる人もいる。希望があれば引き継いでいる。 

 →大人になったら地域に戻れるようにしていく方向。 

 →障がい者のサービスに移る時になくなる場合もありさまざま。 

・夫婦で精神疾患を患っている方で夫婦仲が悪い場合は間に立つので辛い時がある。 

・8050の問題が結構ある。サービスが必要だが本人が求められない場合がある。生活保護を受給されて

いるケースもあり、いままでより複雑化している。 

・家庭内のいろいろなケースで悩んでいる。 

 

 

③ 研修会の開催等について 

氷見市社会福祉協議会に関する資料配布 

 

ホームページの問い合わせフォームから研修会を打診し、事務局次長から「どんなことを聞きたいか打

診頂いたら検討させて頂きます。」と回答を得ている。ホームページを見て具体的に質問事項をメール等

で集め集約していきたい。開催時期は年明けの 1 月か 2 月を予定している。機会あれば現地に赴き先に

先方に打ち合わせをしたい。形式としてはズームと会場のハイブリットなど検討している。 

 

＜質疑応答・意見交換＞ 

・生活困窮やケアマネとの連携が強みと思っている。参考になる。 

・コミュニティソーシャルワーカーも活躍されている。やっていることは非常に多角的にされているよ 

うだ。 

 

＜まとめ＞ 

部会メンバーからもいろいろな意見を頂きたい。１１月の初旬にはメンバーからの意見を氷見社協に

提示できるようにしたい。活発に意見交換ができるように考えたい。 

 

 

④ 事業所リスト作成について 

砺波市・小矢部市・南砺市の圏域内事業所一覧資料配布 

 



他市町村のサービスを利用している方もいるが、まずは三市一町のリストは揃える必要があると思って

いる。県のリストは多すぎて絞り込みが難しい問題がある。 

 

＜質疑応答・意見交換＞ 

・以前からマップを作りたいと思っていた。しかしマップは作成が大変。簡単な形式で作る事ができな

いか。 

・マップは以前作っていた。紙ベースだと更新がとても大変。HPやWAMを活用できないか。 

・県の一覧には載っていない情報が欲しい。逆に県のリストで賄える情報なら必要ないかもしれない。 

・リストに掲載されていても、現在行っていないサービスや制限されている場合がある。 

・受け入れ状況（空き情報）がほしい。 

・利用者目線なのか相談事業所目線なのかを定義し、必要な情報の洗い出しが必要ではないか。 

＜まとめ＞ 

相談事業所として知りたい情報が欲しい。課題として要件等を各自考えておいてほしい。 

 

 

 

                                           以上 

 

【次回部会開催：12/6（火）10時～ 大和高田市役所にて】 


